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浜 の仏 陀像 とカー リー女神 像
一 インド洋津波後のスリランカ南岸村の変化 一

高 桑 史 子

1序 文

2004年12月26日 の朝、スマ トラ島沖を震源地 とする大地震によって引 き起 こさ

れた大津波の襲来により、インド洋沿岸域は壊滅状態となった。一方で沿岸域の複雑

な地形により津波被害には当初 より地域差があ り、また復興過程も国家の生活再建政

策や、当該社会の社会システムや文化的背景によって相違が生 じ、災害と文化との関

係は復興のあり方 と大 きく係わることが指摘 されてきた。個々の地域や家族の被災状

況が均質ではないことを考慮すると、復興過程のみならず大規模災害自体の認識、災

害経験の方向付けという点においても地域差や個人差が生じる。オリヴァー=ス ミス

とホフマ ンがカタス トロフィと文化の関連に関して指摘するように、災害が生 じると

それに対 して適応が行われるとともに、またそれに関連して文化の変化を引き起こす

力が起動される。つま り災害は文化変容を引 き起こす大きな要因なのである[オ リ

ヴァー=ス ミス/ホ フマン2006:13]。 大規模 自然災害は社会を根底から覆すが、生

存者は次のステップとして、自らの体験をふまえて新たな人間関係や集団を築 きあげ、

新 しい人生を開始 しようとする。これは復興政策と相互に関連しながら様々な個々人

の動きとなって顕在化する。

津波被災国であるスリランカでは、被災当時、政府軍とタミル人反政府武装勢力で

あるLTTE(タ ミル ・イーラム解放の虎、以下LTTE)と の戦いが泥沼化 し、 また

長期にわたる内戦で厭戦気分が蔓延 し、さらに国民の70%を しめる仏教徒 シンハラ

人の間に反タミル意識が高まり、仏教化やシンハラ化が進行する状況にあった。様々

な現象や出来事が仏教の物語に書 き換えられ、ヒンドゥー的な神すらもシンハラ化さ

れる中で受容されると同時に、非仏教的なもの、非シンハ ラ的なものへの暴力的排除

という対立の構図が浸透 しつつあった。そのような状況下で未曾有の津波が国土を襲

い、津波襲来以前か ら社会内部で醸成されつつあった閉塞状況の打破に向けた動きが

一気 に加速されたのである。

本稿で論 じようとするスリランカ南岸一帯は津波で甚大な被害を受けたものの、そ

の中の一海村であるダクヌガマ村にあるタルナウェラ地区では、浜に置かれていた漁

船は破壊 されたものの、住居に関しては、一部を除いて津波の被害は最小限にとど

まった1)。 しかし、村外に居住、あるいはたまたま村外 に出ていた家族 ・親族 ・親戚
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や友人の多 くが津波の犠牲 となり、また瞬く間に広がった情報で未曾有の被害を目の

当た りにし、国民が一丸 となって乗 り越えるべ き試練であることを認識したという点

ではスリランカの他地域 と大きな違いはない。筆者は20数 年間にわた りタルナウェ

ラ地区の変化に関する観察を行ってきたが、津波後も同地区をほぼ毎年訪問している。

浜に置かれていた漁船の多 くが損壊 したタルナウェラの浜には津波後に仏陀像とカー

リー女神像があいついで建てられた。これまでタルナウェラ浜の景観は、浜を覆い尽

くしていた漁船だけであったが、津波後数年で、東西の長さがせいぜい50メ ー トル

ほどの小さな砂浜の西端に菩提樹 と仏陀像、東端にカーリー女神像が出現した。本稿

は漁業で生きる住民が大規模災害を契機に漁業不振から生じている閉塞状況を乗 り越

え、新たな地域再生に向けた動 きを開始 している様子を追い、海村の人々の行動の基

礎 にある価値体系を考察 しようとするものである。そこか ら生活の立て直 しに向けて、

仏教と神信仰を彼 らの論理で読み替えようとする人々の行動様式が見えて くる。

本稿は以下のように構成される。1の 序文に続 き、IIで津波災害後の語 りの中に見

られる対立の構図を概観することと、津波後にこれまで以上に 「宗教化」が強化され、

さらにその中に政治性が見 られると指摘されるスリランカ社会を概観する。皿ではス

リランカのシンハラ仏教徒の問で近年流行 している菩提樹供養 とカーリー女神祭祀を

め ぐる研究を概観する。さらにIVで津波後のタルナウェラ地区の人々の行動から、小

さな社会が未曾有の経験を契機に新たな社会の再生に向けた動きを開始してい く様子

を提示する。最後にVで 、津波後の住民の動 きから、カタス トロフィを契機に新たな

社会を創成 しようとする人々の動向を考察する。

1津 波被災 と奇跡そ して 「仏教の勝利」

スリランカでは津波襲来後の復興 と平行 しなが ら、あいかわらず政府軍とLTTE

との戦闘状態が続いた2)。津波後の2005年10月 に実施された総選挙で政権 を握った

大統領は、近年高まってきた仏教による国民統一を理想 とするシンハラ ・ナショナリ

ズム的な世論の高まりを利用 しつつ、LTTEと の対決姿勢を強化 した3)。同時に大規

模 な開発政策を進め、外国からの援助により津波復興政策と連携するような方法で港

湾建設や道路整備 と新空港や高速道路建設などを実施 していった4)。やがて政府軍は

徐 々にLTTEを 追い詰め、最終的に2009年5月 に北東岸のムライティウでの住民を

も巻 き込んだ激闘で指導者や幹部の多 くを殺害 して20年 以上続いた内戦の終結を宣

言した。長期にわたる内戦に疲弊 していた国民は政府による言論弾圧に不安を抱きな

がらも、戦争終結を歓迎 した。この気分に乗 じた政府は津波復興 と戦災復興とを連携

させながら、かつてのLTTE支 配地においても大規模開発 を進めていった。 しかし

それは、平穏な生活を取 り戻す というような生活再建 より、港、道路、橋の建設や拡

張という巨大土木工事を伴う開発 とy・う可視的なもので、強い政府や国家を演出する
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意図をもったものである。LTTEを 撃退 したということは 「シンハ ラ仏教徒が敵で

あるタミル侵略者 を打ち負か した」という言説で、その正当性 とあらかじめ予想 され

ていた勝利の可能性 を再確認することになった。

ホフマンは人間が災害に対してなす説明の多 くは神話的なものに頼る傾向があると

指摘 している。災禍を経験 したあるいは予測する人々の信念体系は自分たちの状況を

テーマとした象徴に満ち、その宇宙論は穏喩で満ちあふれているというのだ[ホ フマ

ン2002=127]。 このことは、シンハラ仏教徒の深層で通奏低音 として鳴 り響いてい

た神話が再び出現 し、一気に主旋律を奏で始めたことからも明らかである。

津波はGAMBURD[2010」 、澁谷[2010・2011]な どが指摘するように国民が共

有する神話伝説を思い起こさせた。仏教僧侶 によって5世 紀に書かれた古代シンハラ

王朝の年代記 『マハー・ワンサ(大 王統史)』 に登場する王女ヴィハーラ・マハ・デウィ

の神話伝説は以下の内容である。

王の妃が僧侶に変装 した愛人 との逢い引きを画策していたが、そのことを王が知 り、

全僧侶の殺繊を命 じた。 しか し、僧侶の殺繊 という反仏教的行為のため、海水が内陸

部にまで侵入し王国を破壊するに至った。この天の怒 りを鎮めるには王の家族を海に

捧げねばならないということで、選ばれたのが王の娘であるヴィハーラ・マハ・デウィ

であった。王女は国を救うために自ら小舟に乗って海に乗 り出し、やがて別の王国の

浜に上陸し、その国の王と結婚 して、息子を生む。その一人が英雄王 ドゥトゥギャム

ヌであった。 ドゥトゥギャムヌ王はタミルの王エラーラを破 り、国を再び統一した。

ここに登場するドゥトゥギャムヌ王(ド ゥッタガーマニとも発音)は 、古代シンハ

ラ王朝の英雄王 として知 られ、シンハラ ・ナショナリス トが反タミルを語る際のレト

リックとして利用 される。紀元前2世 紀頃から紀元後11世 紀初頭にかけて北部アヌ

ラーダプラにあった王都は絶えず外圧 と内紛に明け暮れていた。王朝勢力は南インド

か らの外圧を受けたり、あるいは権力争いによる内紛で力が弱まったりすると、いっ

たん南部のルフナ(ロ ーハナ)地 方に逃れ、ここで再起をはかると再び中央を攻略 し

て王権を奪還するのが常であった。 ドゥトゥギャムヌ王(在位は紀元前161～137年)

も南インドのチ ョーラ王朝に王都を攻略されたが、ルフナに逃れ、再起 して都を攻め、

王朝を再建 してその後は強力なシンハ ラ王朝 を築き上げた。ルフナ地方は、こうして

勢力を蓄えて再び中央に打って出る土地として意識され、シンハラ人の心の土地とさ

れる。ちなみに、ヴィハーラ ・マハ'・デウィが上陸したとされる東南岸のキリンダに

は、王女の像が建てられてお り、また1956年 に仏教寺院が建てられているが、 この

地域はイスラムを信仰するマ レーと呼ばれる民族カテゴリーの人々が多 く住む地域で

ある5)。

GAMBURDは この説話が津波以降、国民共通の記憶 として再登場 したことと、歴
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史的出来事を現代政治動向に結びつけようとする動 きの存在 を指摘 し、『マハー ・ワ

ンサ』の物語に描かれている人物像や行動の象徴的特性を明らかにしている。第1に

2つ の女性性つまり受容されるべ き献身的女性性 と災いをもたらす悪意のある女性性

の境界である。それは、夫を裏切 り災いの元凶となる悪女 と、自らを犠牲にして世を

救済 し英雄 を生む聖女である。第2に 物語は前触れなく起こりうる災害を最小限に止

めるために適切な仏教への帰依を強調している。また今後起こりうる災害を防ぐため

に、 よい統治者により仏教が推進されねばならない。出家者である僧侶殺害を実行 し

た不適切な支配者が大災を招いたのである。第3に この出来事がスリランカの文化史、

(内陸部まで海の水が侵入 したという)津 波、そ して進行中の民族をめぐる政治 と相

互に関連 しているということである[GAMBURD2010:81-82]。 シンハ ラ人はシン

ハ ラとタミルとの対立を古代の年代記に求め、とりわけシンハラ ・ナショナリス トに

とって、異人であり 「侵略者」であるタミル人との聖戦遂行という好都合な題材を年

代記が提供 している。加えて、現大統領の出身地が年代記に記述されるルフナ地方で

あることから、大統領を文化英雄である ドゥトゥギャムヌにたとえ、またLTTEの

指導者を 「侵略者」であるタミルの王エラーラにたとえる6)。

ところで、 このような大災害がおこった場合、被害を免れた奇跡諌が多 くの社会で

報告されている。たとえば、南西岸の町カルタラにある有名な仏教寺院が町を津波か

ら護ってくれたために、人々の信仰心が以前より強くなったという報告がある[に しゃ

んた2006:89]多 宗教国家であるスリランカで報告 される物語は、仏教に基づ く奇

跡諌のみではない。仏教寺院や仏陀像が津波被害を免れたというものだけでなく、カ

トリック教会、 ヒンドゥーの神像あるいは神殿やモスクも周辺が被災 したにもかかわ

らず無傷のまま残ったという話は多 く報告 されている。南西岸にあるシーニガマ とい

う町にはもともとは外来の神であり、 また位 も低いデヴォルという神を祀った岩が海

上にある7)。対岸にあるシーニガマの集落は津波により被災 したが、津波の波は海上

の岩に鎮座するデヴォルをさけたため、1969年 に完成した[鈴 木2008:473]神 殿も

神像 も無事であった。当時の新聞には多 くの奇跡諌が掲載されている。例をあげる。

南岸の大都市マータラ市の海岸近 くに建てられた教会のマリア像 は津波でいったんは

流されたが、無傷のまま再び戻ってきた。南東岸の町ハンバ ントタでは町の多 くが、

海水に浸かったが、教会はどれも被害を受けず、それは信者がいつも神 に護られてい

るか らだ と、教区の牧師が語った。津波後は瓦礫の中に忽然 と立つ仏陀像、キリス ト

像やマリア像の写真 も掲載された。また、人々や多 くのものが流 されたが、宗教施設

や像は奇跡的に残った、宗教施設内で礼i拝していた人々は施設周囲に巡らされた高い

塀のおかげで難を逃れた、 という記事や映像が多 く見 られる8)。

南岸ではヴィシュヌ神の本殿があるデウィヌワラの大型漁港は津波で被災 したが、

津波が内陸部に侵入 して きたとき、漁港の奥にあるヴィシュヌ神が祀られている境内

の建物のほぼ手前で波が止まったという奇跡課が生 まれた9)。
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杉本(星)・ サガヤラージ ・杉本(良)は インドの津波被災地タミル ・ナ ドゥでの

奇跡課の多 くを報告 し、それが多宗教地域では宗教問の軋礫 にまで発展する可能性が

あることも指摘 している[SUGIMOTO・SAGAYARAJ・SUGIMOTO2011]。 多宗

教国家であるスリランカでも同様の例がみられる。津波の被害をほとんど受けなかっ

たス リランカ北西岸に住むカ トリック漁民は、津波で亡 くなった多 くの仏教徒漁民の

運命に同情 しつつ も、同じカース トに属 しながら仏陀に護られなかった仏教徒漁民に

対 し、神に護 られたカ トリック漁民の優位性 を筆者に語った。また津波被災者救援の

ために多数のカトリック系 ・プロテスタント系のNGOが スリランカで活動 していた

が、この活動が国民の改宗をもくろむものであるとの噂も主にシンハラ ・ナショナリ

ス トによって流された。

シンハラ仏教徒の社会では、仏教が津波後に強化されてい くが、ス リランカの非

仏教地帯でも、複数の宗教問での揺れ動 きが見 られる。たとえば、タミル語を母語

とする人が住民の大半 をしめる東南岸では内戦 と津波で多 くの人命が失われ、 さら

に住民はその後 も続いた内戦による日常的恐怖の中で生 きてきたが、当地域ではヒン

ドゥー、カ トリック、イスラムの宗教が信仰 されている。LAWRENCEは ヒンドゥー

教徒 とカトリック教徒が居住するある村の例を報告 している。 この村には聖母マリア

を祀る教会とヒンドゥー女神を祀る神社があるが、津波直前に現れたヒンドゥー女神

の預言(明 日海の水が来る)を 深刻 に受け止めなかった人々が津波の犠牲 となった

(LAWRENCE2010:89-90)。 さらにこれまで信仰 してきたヒン ドゥー女神が津波

の際に自分の家族を護って くれなかったことに怒 り、別の場所に建っているカ トリッ

ク教会(そ の場所は津波の被害か ら免れた)の 聖母マ リア像を礼拝するようになった

ヒンドゥー教徒についても言及 している(LAWRENCE2010:98)lo)。

皿 菩提樹信仰 とカーリー女神崇拝

ゴンブリッチとオベーセーカラや澁谷によれば、仏陀の悟 りの象徴 としての菩提樹

を敬 う習慣が復興 し、菩提樹供養が盛んになっていったのは1970年 代か らである[ゴ

ンブリッチ&オ ベーセーカラ2002:591-634][澁 谷2003:39-56]ll)。 菩提樹供養は

やがてシンハラ仏教徒にとって国民的儀式となり、さらに 「シンハラ国家」に敵対す

るLTTEと 戦う軍隊に勝利をもたらす ものという目的をもって行われるようになっ

ていった。満月日には地域の寺に住民が参拝して、菩提樹の木陰で瞑想 し祈るのはな

じみ深い光景 となり、また行政が主導する住民の会合でも、まずは菩提樹供養を行っ

てから会合が始まる。

シンハラ仏教徒の間では、仏陀を最高位に据え、多 くの神々を崇拝するのが一般的

である。寺院境内には仏殿内に仏陀が祀 られ、仏陀像の周囲や境内あるいは周辺の神

祠には多 くの神々が祀 られている。シンハ ラ社会であっても祀られる神々には地域的
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相違があ り、南部ではヴィシュヌ、 カタラガマ、サマンなどの神が普遍的に祀 られ、

さらにパッティニ女神 なども祀 られる。いずれの神 もヒンドゥーの神 というよりも、

仏陀のワラン(仏 陀から権威 を委譲 されている状態)を 受けた存在だとされ、仏陀を

頂点 とする位階制のなかに組み込まれている。

また近年ではカーリー女神 も祀 られることが多 くなった。カー リー女神は ヒン

ドゥーの女神であり、 タミル人の聞では、村落を様々な災厄か ら護って くれると同

時にそれを脅かすもの とされる。田中による西岸のタミル漁村の報告では、19世 紀

中期 より個人に愚依 したカーリー女神 を祀る村落祭祀が行われている。田中によれ

ば当該村 のカーリー女神が個人に愚依 し、その正体が曖昧なため村人を説得するた

めの超 自然的な説明が必要 とされたが、その後に村落の女神 として認められている

[田中1989:460]。 カー リー女神は多 くの場合個人に葱依する形で出現する。前述の

LAWRENCEは 、1990年 代の東南部バティカロア県のタミル社会において、 もとも

と多 くの女神が信仰されていたが、内戦時にカーリー女神信仰のみが以前にもまして

盛んになったことを報告し、これは当地のタミル人が受けていたきわめて残酷な運命

とカオスから、より強い破壊力をもつカーリー女神の助けを求めるようになったから

だと結論づける。当時、家族の誰かが行方不明になったり、LTTEの 疑いをかけら

れるなどして特殊部隊に拘束され、拷問による自白の強要が 日常的に行われていたバ

ティカロア県では、住民は公的機関にその問題解決を求めて も何 らの支援 も受けられ

ないため、別の手段を選んだ。夫や息子の消息を知るために、あるいは拘束場か らの

即時解放を求めてカーリーに祈 り、カーリーが愚依する託宣者のもとに行って託宣を

聞いた。また拘束、あるいは逮捕 された人も収監された場からの釈放を求め、また取

り調べの苦難iにうちかつためにカーリーに祈 り続けた[LAWRENCE2003]。 このよ

うな東南岸のタミル社会で信仰 されているカーリー女神 とシンハラ仏教徒の間で信仰

されるようになってきたカーリー女神 とは、存在意義が異なるものとなっている。

ゴンブリッチとオベーセーカラによれば、1960年 以降、 とくにコロンボとその他

の都市域でカーリー女神の社や、社の中で他の神 々とともにカーリー女神を祀るシ

ンハ ラ仏教徒の女性司祭が数多 く存在するようになったという。西岸のハラーワタ

(英語名はチラウ)に あるムンネーシュワラン寺院にあるカーリー女神 は全国のヒン

ドゥー教徒に敬われているが、シンハラ仏教徒はこの寺院の境内外にあって、非バラ

モンの司祭が管理するカー リー寺院に惹かれている。最近になって正統な宗教的必要

性を満たすために仏教寺院が建てられた。シンハラ仏教徒はカーリー女神社に動物供

犠を行い、個人的に敵に復讐 し、続いて正統な崇拝のために仏教寺院に参拝に行 く。

このようにもともとはヒンドゥー教徒にとっての神であった当地の女神は、シンハラ

仏教徒がとくに矛盾 を感じることなく、あるいは感 じることを拒否 しているかのよう

に新たな崇拝の対象 となっている。2人 は、すでに1988年 に、今後都市部で急激に

信者 を増やしたカーリー女神が村 に浸透してい くだろうと予告 している[ゴ ンブリッ
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チ&オ ベーセーカラ2002:199-245]。 スリランカ仏教 においては、もともとは低い地

位であった神々が徐々に地位をあげて、やがて 「偉大な神々」となって名誉ある引退

を遂げたり、神 と悪魔の中間的性格をもつ地位の低い小神が完全な神に上昇 した りす

ることもある。かつては、シンハラ仏教を守護する責務があるとされたヴィシュヌ神

こそが、シンハラ仏教徒にとっての主神であったが、近年ではヴィシュヌ神は地位を

あげたために力を失い、かわって悪魔に近い地位の低い神が祀 られるようになった。

もともとヒン ドゥーの神であったが 「道徳的に怪 しげな性質の神だと伝統的には考え

られてきた」[ゴ ンブリッチ&オ ベーセーカラ2002:42]カ タラガマ、カーリー、フー

ニヤムがシンハラ仏教徒の間で個人の守神 として崇拝 されるようになってきた。地位

の低い神々の中でカタラガマは、 もともと不道徳な存在の神であったが、近年になっ

て地位 を上昇させた(OBEYESEKERE1977)。 しかし、そのカタラガマ神す ら地

位が上昇することで、ごく最近では力を失い、やがて 「彗星のように現れ、現在その

地位がうなぎのぼりである」[ゴ ンブリッチ&オ ベーセーカラ2002:46]の がカーリー

女神である。

カーリー女神 は七面を備えているというが、重要な側面は二面である。邪悪な悪魔

と戦い勝利をおさめ平和をもたらしたのでバ ドゥラ(「吉祥な」)・カーリーと呼ばれ

る面、さらに悪魔 との戦闘により死体で戦場を埋め尽 くしたのでソホン(「墓地の」)・

カーリーと呼ばれる面である。つまり吉祥性と破壊の恐ろしさの二面性をもっている

という。

ゴンブリッチとオベーセーカラは、本来タミル人のヒン ドゥー教徒にとって重要な

神であったカーリー女神が都市 シンハラ人に人気が出るようになった理由について、

それが低位でしかもきわめて曖昧な性格 をもち、神であるよりも災をもたらす霊に近

いとも考えられるフーニヤムに似た点があるからではないかと推論する。そして女神

が個人的であり、個々の家族内の争いや仕事に関することを扱うか らだという。そし

てフーニヤムではなく、カーリーが信仰の対象となったのは、カーリーのもつ母 とし

ての役割にあるのだという[ゴ ンブリッチ&オ ベーセーカラ2002:239-240]。

Nタ ルナウェラの浜に建立された仏陀像 とカーリー女神像

1タ ルナウェラの概況

南岸のマータラ県ダクヌガマ村にあるタルナウェラは小湾に開けた小 さな浜 に19

世紀中頃か ら少 しずつ人々が定住を始めて成立した漁民集落である。ダクヌガマ村に

はロクウェラとタルナウェラというニカ所の浜がある。1970年 代に漁業協同組合が

作 られるとき、 もっぱらタルナウェラ浜を利用する漁家 を集めてタルナウェラ漁業協

同組合が組織された。その後漁協は改変や再組織化が行われたが、基本的には当初に

成立 した漁協構成世帯は維持されてきたため、 タルナウェラ浜を共通の出漁場 とする
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一定のまとまりのある漁家の集合体であるタルナウェラ漁業集落が成立している。広

大でかつては地曳網漁も行われ、動力船所有者 も多 く水揚げも多 く裕福な漁家が多い

ロクウェラ浜に開けたロクウェラ漁業集落とは異なり、タルナウェラでの漁業は小型

の伝統漁船(オ ルワ)に よる沿岸 刺網漁や釣 り漁が中心である。筆者が調査を開始し

た1980年 代の漁家数は126世 帯であ り、動力船、伝統船を問わず漁船を所有してい

るのは半数弱にすぎなかった。そのため、タルナウェラの漁民は漁船所有者を除くと

誰かの漁船に乗船 して操業 を行ってきた。多 くは村外の漁業基地に出かけ、乗組員 と

して雇われるのが一般的であるが、村にとどまって沿岸での漁業にのみ従事する漁民

もいる。数ヶ月間村外の漁業基地で働いた後に、村 に戻 って移動の好機を眺めなが ら

沿岸漁業に従事する漁民 もいる。政府の水産業振興策で新大型漁港の建設や遠洋での

操業が可能な大型動力漁船の隻数は増えているが、 タルナウェラのように漁港の建設

が不可能な小 さな浜辺に暮 らす人たちの生活はこの20年 余 りほとんど変わっていな

い12)。動力漁船所有者はタルナウェラの浜からの出漁が不可能なため、近隣iの漁業

基地であるデウィヌワラを基地に出漁 している。南西モンスーン期には主に東北岸の

トリンコマリー港を基地とする。現在は周年村を離れて動力船の乗組員 として遠洋漁

業に従事する漁民 と、2～3人 乗 り小型モーターボー トに乗船 して沿岸で操業する漁

民に分かれる。後者は時には動力船に乗 り遠洋漁業に従事することもある。

以上概観 したように、タルナウェラでは漁船を所有する家族が年々微増の傾向はあ

るものの、漁業をめぐる環境はほとんど変わらず、またせっか く漁船を所有するにい

たっても、多 くがコロンボの漁業資本家からの融資を受けるか、頭金の一部あるいは

全額を借金するなどして購入 しており、ローンの返済に追われている。また大型船で

の出漁機会が増えるにつれインド領海内に入ってしまい、掌捕 される漁民が増えてい

る。さらに沖合で操業する トロール漁船による海洋資源の枯渇など多 くの問題をかか

えている。女性たちは以前ココヤシ繊維業で少額ながらも定期収入を得ていたが(高

桑2008:339-369)、2000年 代 に入ると、原料 となるココヤシ殻の卸値が高騰 し、化

学繊維の普及による売値の低下などに加 えて、若い女性をこのような労働に従事 させ

ることの忌避感が強まり従事者が減少している。また近隣…に縫製工場が建設され、新

たな就労機会が予測 されていた。加えて津波後は沿岸の地形が変わり、とくにこれま

でヤシ殻を沈めていたハスクピット(磯 浜に深い穴を掘 り、そこにヤシ殻を数ヶ月間

浸けて繊維を取 り出す)が なくなり、産業がな りたたな くなった。 しかも最近になっ

て縫製工場 も閉鎖され、またかつては盛んであった中東へのハウスメー ドとしての出

稼ぎも政府の政策により減少 し、女性の収入が家計に貢献する度合いは低 くなってい

る。

2000年 代初め頃まで、タルナウェラには数人の比較的有力 な魚商がお り、彼 らが

大規模卸商(コ ロンボの漁業資本家)と タルナウェラ漁民 との仲介役 をしてお り、彼

らを核 とした一定のまとまりが形成されていた。彼 らはもともと複数のオルワ(無 動
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力の伝統小型漁船)を 所有 しており、少額の資本をもとに漁協の融資を受けて動力漁

船を購入 した。自らは乗船することはなく、所有する動力船の水揚げ分と漁民の獲っ

てきた魚を集めてコロンボや近隣の大規模卸商に卸す役割を担っていた。水揚げされ

た魚をまとめ、漁民に委託されて村外商人と交渉する魚商は漁業以外の場面でも漁民

をまとめる役 目をはたしていた。 しかし、魚商自身も漁協の融資を受けるに際 し、コ

ロンボの大規模卸商か ら借金をして頭金を用意してお り、不安定な水産業政策のもと

で次世代にまでビジネスを継続させることができなかった。現在動力船所有者は全員

コロンボの大規模卸商に借金をして漁船を購入 してお り、水揚げされた魚は直接コロ

ンボの大規模卸商に運ばれてしまう。また小型のモーターボー トで水揚げされた魚は

近隣…の魚商か タルナウェラ内でかろうじて商いをしている弱小魚商が買い上げてい

る。このようにタルナウェラでは、生業で主導権を握るとともに寺の有力檀家 となり、

生活の細部にまでわたって村をまとめ、多 くの漁家から信頼 されていた魚商がな くな

り、結果的にリーダー不在の村 となった。村の行政の長(グ ヲ マ ・ニラダ」 グ)は 村

外の人が任命されるため、信頼を得る存在ではない。

加えて、内戦がタルナウェラの人々に与えた影響は、モンスーン期の移動の制限に

よる漁業収入の減少である。南西モ ンスーン期に東岸の各浜に移動 して操業をして

いたタルナウェラの男性はLTTEと 政府軍の戦闘に巻 き込まれるのをさけるために、

移動を中止するか、東岸で唯一政府軍が掌握 していた トリンコマリー漁港 を基地に操

業を行っていた。また当地には多 くのタルナウェラ出身者が定住 していた。しか し、

当地近辺でも時折戦闘が行われ、一部の家族はタルナウェラに避難するか、あるいは

近 くに建てられた避難キャンプに一時的に滞在 した。内戦中はLTTE海 軍に漁船 を

乗 っ取 られることもあった。

先 に述べたように、タルナウェラでは2004年12月 の津波の被害は最小限にとどまっ

た。小湾に面 したタルナウェラの浜では湾の入 り口の砂礫浜に建てられていた10数

件の家々の中まで津波の水が10数 センチの高さで侵入 したが、これらの家族は一時

的に親戚の家や寺に避難し、数ヶ月後には仮設住宅に入 り、約1年 後には海から離れ

た丘の上に建設された津波被災者用住宅に入居 した。また湾の奥にまで達 した海水に

より砂浜に並んでいた漁船がお互いにぶつか りあうことで破壊されたが、人々には逃

げる余裕があった。

津波がスリランカ沿岸 を襲った当時のタルナウェラは、男女 ともに収入を得る機会

が減少 し、貧困世帯 を対象 とする政府の補助金支給が漁家の家計を支え、また人々を

まとめるリーダー不在 という閉塞状況であったといえる。

2仏 陀像の安置場建設まで

タルナウェラ浜の背後の住宅地の中を流れる小川が浜の西端 にそそ ぐあた りに、

1980年 代半ばに男性が菩提樹 の苗木を植えた。近隣の寺にあった菩提樹か ら折れて
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落ちた枝 を持ち帰 り苗木 として植 えたのである。 この苗木が生育 し、緑の木陰が形

成 されるほど成長した2003年 頃か ら、根元に誰 ともなく、家内で祀って古 くなった

り壊れたりした仏像 を置 くようになった13)。最初 に誰が置いたかは、誰 も知 らない

が、2004年 中頃には、この根元に30体 ほどの仏像が置かれていた。やがて、この菩

提樹の根元に雨さらしになっている仏像 をまとめて安置 しようという話が出ていた

頃に、津波がやってきた。浜にあった漁船が壊れたものの、菩提樹の根元に置かれ

ていた仏像はすべて無事であった。 さらに重要な事実 として、他の村々では浜のほ

とんどが被災 し多 くの人命が失われたのに、 タルナウェラ浜で人命が失われなかっ

たのは、この菩提樹 と仏像のおかげであるということになり、直後か ら苗木を植 え

た男性の親族や友人が菩提樹供養を始めた。やがて菩提樹 の周囲を囲って、小祠 を

建て、仏陀像を奉納 しようという話が出て きた。まずは菩提樹囲い(ボLコ メクク

菩提樹 を囲むように立てられる囲い)建 設のために、 タルナウェラ漁協の幹部や友人

たちも加 わり、委員会(・ゲミタニイヤ)が 組織 された。委員会は寄金を各家庭か ら集め、

津波から4ヶ 月後の2005年3月 末には囲いが完成 し、2006年 中旬 には仏陀を安置す

るガラス張 りの小祠も完成 し、仏陀を安置し、ダクヌガマ村にある4寺 の僧侶全員(計

15名)を 招いて仏教儀礼を実施 し、大 きな布施(z7ク ダ ーメ)を した。僧侶 たちに

は完成 した囲いの横で食事を布施した。

3カ ーリー女神像の建立

筆者が津波から3ヶ 月後の2005年3月 中旬にタルナウェラを訪問 したときは、菩

提樹の囲いと仏陀像を安置するための小祠建設が始まっていたが、カーリー女神像に

ついては、浜に神祠建設のための用地が確保されていた。その後の神祠の完成か らカー

リー女神 を実際に安置するまでのプロセスについて複数の人々か ら聞きとりを行っ

た。

菩提樹囲いの完成が近づ くと誰か らともなくカーリー女神建立の話がもちあがった

とい うが、中心になって建立を完成 させたのはBや その友人たちである。住民によ

れば仏陀像建立 とセットでカーリー女神像建立が語 られ始めた。津波以前からAな

どの年配者が、「そろそろ我 々の浜にもカーリー女神 をおいたほうがいいのではない

か」 と言 っていた。Aは 津波前に東北海岸の トリンコマリーで病死 したが、Aと 友

人関係であったBの 父が、津波後にAが かねてより言っていたことを思い出した。

Bの 父はその後病気になったのでBが カーリー神殿の建立を積極的に進め像 を購入

した。さらに寄付 を集めて神祠の建設や周囲の整備の協力 も求めた。Bに よれば工事

費のみで10万 ルピー(日 本円で8万5千 円ほど)の 費用はタルナウェラの人々の寄

付でまかなわれた。女神像は近隣…村の神像・神絵製作者に依頼 して4000Rsで 購入 した。

やがて囲いが完成 し、カーリー女神 を安置する神祠建設に取 りかかる頃か ら以前より

も魚が捕れるようになったという。
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Aは ヴィシュヌ神像の建立も考えていたというが、こちらは実現 していないし、B

たちは以前ほどの力をもたなくなったヴィシュヌ神像にはあまり興味がないという。

2007年6月 に小祠が完成 し、カーリー女神像の開眼式を実施 した。神祠 に祀 られる

神の世話をする司祭(矛 クラ ーク)を 呼び、時間を見ながら、女神の邪視(ク ズ ・メ"

ズ)を 亡 くし、霊を懸依させる儀礼実施 と像を神殿内に安置するまでを依頼 した。司

祭の招聰はデヴィヌワラ神殿(ヴ ュシュヌ神の本殿)の 境内に祀られているカタラガ

マ神の司祭に依頼 して、カーリー女神祭祀の司祭を呼んでもらった。

吉祥性で共同体を救済するとともに、正当な儀礼が行われなければ災いをもた らす

カーリー女神を招来するために、細心の注意も必要であり、別の住民によれば、Cの

娘の息子Dが7-7fr一 ダ(神 が懸依 しやすい体質)を 持ってお り、彼 を浜に連れて

いき、カーリー女神をどこにおけばいいか尋ねたこともあったという。Dは 鳥の血を

飲み、アー〃 一ダ(愚 依状態)に なって、カーリー女神の像の左手と目の作 り方が悪

い、左肘の形もおか しい、つ くりなおしたほうがいいと言った。しかし、すでに像は

つ くられてお り、いまさらつ くりなおすこともできないので、そのままDの 指示す

るまま浜に設置することになった。 さらにDは 、現在のカーリー女神像の視線の方

向が村を向いてお り、これでは村に災いをもたらすかもしれないので、もう一体カー

リー女神を、視線を海側に向けてもつ くるべ きだと託宣を行ったが、これは資金不足

のためにあきらめた14)。

住民のなかにはカーリー女神の像を実際に据える場所 と時間は僧侶のア ドバイスの

もとに司祭が実施 したと説明する者 もいる。占星術に関する知識をもつ僧侶が神事も

リー ドするというのである。

しかし、カーリー女神の建立に全員が積極的に賛成 したわけではなかった。Eの よ

うにもともとカーリー女神をつ くるのに反対の人もいた。その理由は、いったんつ く

ると毎日の儀礼(プ ージ初 を厳格に実施 しなければならず、怠ると彼女の呪いによ

り、大変な災厄が浜や住民にふ りかかるからだ。それほどまでにカーリー女神の力は

恐ろしく、あえてリスクを冒してまでつ くる必要があるのだろうか、ということであ

る。Eは 小 さな小型漁船で沿岸漁業に従事 してきたが、彼の息子は大型動力船を所有

している。これまでも漁期開始直前には東南岸の聖地であるカタラガマに詣でカタラ

ガマ神に礼拝(プ 」ジナ)を し、次に近隣のデウィヌワラに行き、主神であるヴィシュ

ヌ神 に参拝した後に境内にあるカーリー女神像に礼拝をしていた。カタラガマ神には

大漁すると奉納儀礼(ヂ グダ ーメ)を し、参拝客や乞食に食事をふるまう布施(バ ー

ラダーネ)を する、という約束もしていた。

住民の一致 した説明では、「そろそろ浜にカーリー女神像を祀ろう」という話が出

てきたのは、遠洋での操業が可能な動力船が増えてきた以降からだという。シンハラ

仏教徒であるタルナウェラの人々はカーリー女神の存在を以前から知っており、村外

の神社 に祀られているカーリー女神に参拝することはあっても、さほど重要視 してい
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なかった し、カーリー女神参拝は主神や他の神々に参拝 したついでに行うものであっ

た。むしろカタラガマ神がより重要な存在であった。 しかも、もともと小型漁船によ

り沿岸域で操業する漁民はカーリー女神を拝む必要はなかった。その理由として住民

は次のように説明する。かつては遠 くまで行かなくとも小型漁船で浜から出漁し、沿

岸で大漁 したか らである。 しかし、沿岸域の漁獲が減少 し、動力船での出漁が増加 し、

沖合から遠洋にまで出漁するようになると、大漁を祈願 してカーリー女神 を拝まな く・

てはならない。カタラガマは航海安全の神であり、カーリーは海を管理する女神で漁

業の神で、 しかも大漁の神である。カーリー女神を拝むことで大漁が約束される。こ

れまで、動力船所有者は出漁前にデヴィヌワラの神殿内にあるカーリー女神を拝んで

いたが、わざわざデヴィヌワラに行 く手間を考えるとタルナウェラの浜にあったほう

がいいと考えるようになった。浜にカーリー女神が祀 られるようになると、小型漁船

で出漁する人 も拝むようになった。

また、カーリー女神が建立されてからは、かつては集落の男性全員により浜で実施

していた共同体祭祀的性格をもつ.ブラーメグィ〃 もな くなった。.ブラー・メグィ〃 は不

漁が続 くか、共同体内に流行病による病人が出ると、浜でブヲーヤオ という悪霊を登

場させ、それを追いはらう共同体の儀礼である15)。この儀礼実施の代わ りにカーリー

女神を祀るようになったのだという。そもそもガヲーメグィ〃は昔ほどの大がか りな

ものは近年ではほとんど見 られなくなってきていた。それは金銭的な問題よりも組織

者がいなくなったからである。人望のある組織者がタルナウェラからいなくなり、ま

た各人が個人的に漁業基地に出かけて しまい、村 に人がそろわなくなってからはブ

ラーメグ〆〃 の実施回数 も減少 していた。

カーリー女神像の建立後、本来の司祭に代わって神祠の番をする役割を担 う番役(本

来の司祭カプラーラではないが、神役の意味である矛プ7ノ 〕■と呼ばれている)が 選

ばれている。番役は数回入れ替わったが、絶えず周囲から寄付箱か らお金を盗んでい

るとの噂があり、また本人も、そのように思われるのがいやでやめて しまった。2009

年頃から現在(2011年9月)ま で番役 をしているTは 菩提樹囲いをつ くったときも

率先 して働 き、 自宅でも複数の神 を祀 り、自分が番役になった らいい という気持ちに

なった。なった後で前 と生活がさほど変わったわけではないが、夕方4時 頃になると

必ず浜に行 き、儀礼を実習しなければ落ち着かない。身体の調子が悪い ときは誰かに

頼む。毎日夕方5時 半から6時 の間に浜に行 き、カーリー-tw殿に灯明を灯す。 まず、

仏陀を拝み、次にカー リー女神に向かい神への唱えごと(")を 唱える。そのガー

タの祈願の内容は大漁、航海安全、浜の豊饒である。線香をたて樟脳(ノ ゾ ク)に 火

をつける。番役になってからは、毎日この儀礼を実施 しない と眠れない。本人は正式

な司祭でないことを認識 しており、カー リー女神への祈願で唱える正式のサンスク

リット語の祈願文があることを知っているものの詳細は熟知 してお らず、中途半端で

唱えると罰があたるので、シンハラ語で唱え、 しか も自分なりの言葉で祈願するよう
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にしている。毎月の暗黒日(新 月)に は本来はカーリー女神に正式な奉納儀礼を実施

するので、その際にはデヴィヌワラの司祭に依頼 して正式な司祭を呼んでくる。

4カ ーリー女神との葛藤

建立前 に若干の不一致があ りなが らも、いったんタルナウェラに建立 されたカー

リー女神であるが、その後住民の間にその処遇をめぐり不安が生 じている。住民の困

惑の要因は以下の点である。

① 建 立 され た カ ー リー 女 神 の 妥 当性:カ ー リー は本 来7種 類 あ るが 、 タル ナ ウ ェ

ラで はそ の う ちの バ ドゥラ ・カー リー(カ ー リー女 神 の1側 面 で あ る吉 祥 性 の カー

リー 女 神)を 建 立 した 。 しか し、後 日判 明 した と ころ で は、本 当 は シ ュ ワ ・カー リー

16)が 最 適 で あ る ら しい
。 シ ュ ワ ・カ ー リー は 血 が 大 好 きで 最 も血 を欲 して い る。

漁 民 に は この カ ー リーが 最 適 な の だが 、依 頼 した と こ ろバ ド ゥラ ・カー リー を持 っ

て きた 。 本 来 は7種 類 の カ ー リーが あ れ ば い い が、 そ うす れ ば朝 晩厳 格 に儀 礼 を

実 施 しな けれ ば な らな い。 近 隣村 の専 門家(神 像 や神 絵 の製 作 者)に 依 頼 して つ

くって も らう と きに、漁 民 に と って 最 適 な カー リー は何 か と 問 う た とこ ろ、バ ドゥ

ラ ・カー リー が い い とい う答 え で あ っ た た め に納 得 した。 しか し、 この カー リー

は不 適 当 か も しれ な い。 なぜ な ら、 大 漁 す る に は吉 祥 性 の カ ー リー で は な く、 血

や 殺 し と関 係 の あ る シ ュ ワ ・カ ー リー が適 して い る か らで あ る 。

② カーリー女神建立に際 しての依頼先の妥当性:タ ルナウェラの人々が絶 えず羨望

の眼差 しでながめてきた隣接する浜 ロクウェラでもカーリー女神 を建立 したが、

ロクウェラは裕福なのでわざわざ東南岸にある聖地オーカンダの司祭に依頼 し、

よく調べてカーリー女神を建立 した。オーカンダの神殿の司祭はもともとカタラ

ガマ神殿の司祭だが、 カーリー女神の司祭も兼ねている17)。ロクウェラの人は

オーカンダまで参拝に行っていたので、よく知っている。タルナウェラでは、オー

カンダの司祭(つ まりはカタラガマの司祭でもある)に 依頼するだけの金銭的余

裕がなく、安直に近隣村の専門家に依頼 したために正式ではないカーリーを祀る

ことになってしまった。 また儀礼に関することも便利な場所 にある、本来はヴィ

シュヌ神の本殿であるデウィヌワラの司祭 に相談した。このような安直さが正当

なカーリー女神 とは異なる像の建立を招いたのかもしれない。しかし、いったん

建立されたものなので仕方がない。またロクウェラでは3月 の大祭にはオーカン

ダからわざわざ司祭や儀礼用の踊 り手も15名 ほど呼ぶが、彼 らは必ず トランス

状態になる。 タルナウェラではそのような正式で大掛か りな儀礼 を実施しないた

め不安である。

以上のことから、 タルナウェラの人々が仏陀像建立から当然のこととして思い
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ついたカーリー女神像建立計画が、いざ動 き出すと細部にわたる知識不足が露呈

することとなり、若干の不安 と混乱が生 じていることがわかる。熟知しているカ

タラガマ神やなじみのあるガラ ー済グィ〃 にかわるもの として受け入れたカー

リー女神信仰がいまだ不完全なものであり、今後仏教的な読み替えが進み、タル

ナウェラの人々の仏陀 ・神信仰の位階制秩序の中に正式な場 を見つけるには少々

の時間を要するだろう。

V地 域の再生に向けて

津波後、筆者が訪問するたびに少 しずつ菩提樹の周囲が整備 され、やがてカーリー

女神像 も建て られた。それはあたか も仏陀像建立 と対をなすかのような行為である。

津波前までは夜のタルナウェラ浜は暗闇でしかなかったが、現在では夜 になると仏陀

像やカーリー女神像が安置 された小祠にはイルミネーションが灯 り、像が鮮やかに闇

の中に浮かぶ。 タルナウェラのカーリー女神建立は、東南岸のタミル人が受けてきた

ような、死や暴力への恐怖や籔難辛苦を克服するために、個人単位で女神 に頼る行為

とは異なるものである。特定の個人に懸依 したものでもない。しかも、人々の話から

は、彼 らの女神像建立の動機は曖昧なままである。「我々もそろそろカーリー女神 を

祀ろう」 という年長者の発言が きっかけとなったように、各地に移動する彼 らがコロ

ンボやその近郊で近年になって崇拝 されるようになってきたカーリー女神の影響を受

けたのか もしれない。ゴンブリッチとオベーセーケラが指摘するようにカタラガマの

司祭の中にはカタラガマ神 とカーリー女神の両者 をともに信仰 している者もお り、こ

れがシンハラ仏教徒に影響を与えたことはありうる[ゴ ンブリッチ&オ ベーセーケラ

2002:209]。 カタラガマへの参拝の過程でカーリー女神への信仰が高まったのかもし

れない。 とくにカーリー女神は漁業の神 と断言するタルナウェラの人々の言説はタミ

ル漁民 とそれと類似 してお り、シンハラ仏教徒の本来のカーリー女神 とは異なる役割

を担っているともいえよう。

ゴンブリッチ とオベーセーカラの研究ではカーリー女神の崇拝者の多 くは都市の人

たちであり、カーリーが個人的悩みの解決を求めてやってくる都市の神であるとして

いる。いずれにせよ、2人 の20年 以上 も前の 「今後カーリー女神が村に浸透 してい

くだろう」 との予言は的中した。都市では崇拝者の多 くが個人的な関係でカーリー女

神のもとにやってくるのに対 し、 タルナウェラでは、当初は数人の個人が自発的に工

事を開始 し、多少の抵抗 もあったにせ よ、最 も人々の行 き交 う浜に建立され、番役 に

管理 をまかせているものの浜に鎮座する女神 として住民が共有する神 となった。7,グ

ターメグィ〃 という共同体的な村落祭祀は実施 されなくなったが、それに代わるもの、

さらにノグラー凶グィ〃 よりも手軽な代替物 として意識 されているともいえる。漁業で

遅れをとり、か といってそれに替わる新たな産業 も期待できないタルナウェラの人々
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がカーリー女神に集落の起死回生をかけたのかもしれない。しかし、せっか く建立 し

たカーリーが どうも 「真の」「正当な」カーリーとは異なるらしいということになっ

たため、住民の女神に対する姿勢は今後 も揺れ動 くだろう。

津波の水は、津波で亡 くなった人々が残された人々にもたらした 「黄金の水」で

ある。「黄金の水」のおかげで、深刻な被災がなかったタルナウェラの人々にもNGO

か ら支援物資が配給され、また津波保障として数 ヶ月間の現金の支給があった。しか

し、漁業の将来は不安定なままであり、漁港の大半が津波で破壊 され、動力船が破損

し操業できない日々が続いた。また、被災 していないにもかかわ らず支援が行われ、

もともと住民に漁民はいなかったにもかかわらず漁船の支給が行われた海村 もある。

GAMBURDは 被災 していないにもかかわらず支援組織から配給される食べ物や支援

物資をもらうために 「にわか被災者」を装った人の存在を報告 している[GAMBURD

2010:70-72]。 本来必要ではない漁船を支給 された非漁民は、その漁船を売 り小型タ

クシーであるスリーウィーラー(小 型三輪乗用車)を 購入 した り、バイクや自転車を

購入 したりしている。タルナウェラの人々も 「漁民はすべて被災者である」という前

提のもとに一時は競い合 うように活動をしていたNGOか ら日用物資の供給を受けて

おり、その一部は家の台所の片隅に積み上げられている18)。津波をきっかけにNGO

より支給された住宅に移転 し、あえて自らの境遇からの脱却を意図した若い家族もい

る(高桑2008:479)。 このような津波後の様々な幸運と不運を目撃してきたタルナウェ

ラの人々が閉塞状態をうちやぶる突破口として新たに菩提樹供養と仏陀像の建立、加

えてカーリー女神を建立 したのは当然の帰結である。

津波は様々な方法で人々に再生のきっかけを与える出来事 として利用 された。 タル

ナウェラの人々にとって閉塞状況を打破する好機でもあり、仏陀像に続いてカーリー

女神を建立 し、地域の再生を願ったのである。仏教 を信仰する当地の人々はカルマ
ごう

(業)に よって定められた運命を受け入れつつ、新たな生活再建の突破ロを模索 して

いる。災害からの復興には長い年月が必要であるが、地域の再生にも時間がかかる。

今後、新 しく登場してきたカーリー女神と人々がどのように関係を築 き上げていくの

かさらに見続ける必要がある。

注/

1)イ ン ド洋地震津波 の概 要 とタルナ ウェラの被 害 に関 しては[高 桑2009]を 参照 。本稿で論ず る地名であ

るダクヌガマ村 、タルナウェラ、ロクウェラはいずれ も架空の名である。

2)独 立以降、主 として北 部や東部 に住 むタ ミル人は、政府 のシンハラ化政策 に対抗 して きたが、1983年 の

シンハラ人 による反タ ミル暴動 を きっかけ と して、タ ミル人の一部 は北部 と東部 の分 離独立 を目指 す武

装 闘争 を繰 り広 げるようになった。武装勢力 のなかでLTTEは 一貫 して政府 との対決姿勢 を貫 き、北部

や東部 に住 む住民 は2009年 に政府が 戦争終結 を宣言する まで 日常的戦闘状態の中で暮 らした。

3)ス ペ ンサーは、マス デモク ラシー実践 の中での非 シンハ ラ的要素の排 除にふれ、南 アジアの村落社会 に

お ける政治暴力の動態 を考察 しているが、ア カデ ミズ ムの領域 にお いて も反戦や和平 を提 唱す る研究者

への敵 嵐心が生 じているこ とを指摘 してい る[SPENCER2008]。 実際に タミル人 を擁護す る発言や和平
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)4

)5

)6

)7

)8

)9

を求め る研究者や ジャーナ リス トをLTTE寄 りである と決めつ けるな ど、彼 らへの暴力 も 日常化 してい

た。

国際空港の拡張 、架橋 工事、 コロンボ と南岸の マータラ市 を結ぶ高 速道路の建設 や多 目的港 の整備 な ど

に加 えて、現政権 は中国 との経済協 力 を積極 的に進め、大統領 の出身県 に大規模 な国際ハ ブ港や 国際空

港 の建 設 を進 めている。港の建設 によ り沿岸 に住 む多 くの家族が 内陸に移動 したが、その移動先 の住宅

団地は津波被災者 の移 動地 と同 じ場所 にあ る。 もと もと津波被災家族 の恒久住宅 地 として建設 された団

地 は、港建設 による立退 き家族 の移転先 ともなっていった。

JICAが 多 目的漁港 を当該 町 に建設 しよう と計 画 をたて た とき、 当地 にあ った仏教 寺院 の僧侶 は その

建 設 に反対 したが、JICAは 僧 侶 の暮 らす部 屋 を寄 進 して、港 湾建 設の許 可 を得 た ともいわ れて いる

[JEGANATHAN2009コ 。 なお、澁谷 に よれば、王女が上陸 した地 はポ トウィルという伝説 もある[澁 谷

2010:49]o

同様 のス トー リー は近 年にな って頻繁 に語 られ るようにな った。LTTEは 本来 タ ミル人の一部か らなる

武装組織 にす ぎない のだが、長期 にわたる内戦 によ り、 タミル人 は異 人であ り、異人 である侵略者 を率

いてい るの がLTTEの 指導者 である との言説が流布 し始め、古代王朝 の首都 アヌ ラー ダプラを攻略 した

南 イン ドのチ ョーラ朝の王 をLTTEの 指導者 に求め、再 び首都 を奪還 した ドゥ トゥギ ャムヌ王 を現大統

領 にた とえる言説 も登場 した。儀式で大統領 を迎 える際 に古代 王朝で王 を迎え るの と同 じ方式で迎 える

こともあ る。 内戦終了後 に、 もとのLTTE支 配地 に、仏教寺 院が新 た に建設 されている。 もともとタミ

ル人の人 口が多い地域 に も仏教 寺院が あった ことは確 かであるが、終戦 と同時に新た に仏教 寺院 を建て

た り、 またタ ミル語 を母語 とする人が大半 を占め る地域 にシ ンハ ラ人(と りわけ軍人家族)を 入植 させ

た りす るケースが増加 している。 タミル人が所 有 してい た土 地や店 を軍が接 収 し、除隊 したシ ンハ ラ人

に耕作や管理 をまかせている例 もあ る。

デヴ ォル に関 しては[鈴 木1996:431-509]を 参照。津波 後にデ ヴォルはさらに人気 のある神 とな り、毎

年の例大祭や津波記念 日には大がか りな儀礼が行われ、大勢の参拝者がつめか けるようになった。

た とえば、SundayLeaderOnline2005年1月16日 の記事

http://www.thesundayleader.1k/archive/20050116/issues.htm

SundayLeaderOnline津 波後7年 目を迎 えた2011年3月27日 の謁事

http://www.thesundayleaderユk/2011/03/27/seven-years-after-the-tsunami/

な どである(す べ て2011年12月20日 閲覧)。

津 波の際 に多 くの人々が亡 くなったが、LTTEの 指 導者 もヒン ドゥー寺院 に参拝 中に流 された とい う噂

があった。

10)こ の ような現象 は津 波の ときだけでな く、内戦時 に もあった。 ヒン ドゥー女神 は命 の保護 と命 を奪 うと

いう両面 をもつが、息 子 を戦闘で失 った母親 は命 の保 護 とい う役割 を果た さなかった女神 に怒 り、定期

的な儀 礼 を行 わな くな り、か わって よ り力 の強い カーリー女神 を崇拝 す るようにな った(LAWRENCE

2003:106-107)。

11)菩 提樹 の根 元に香 りの良 い牛乳 や水 をか けるという古 くか らあ った慣 習は廃れてい た。 しか し、1970年

代以降、高名 な森林僧が考案 した仏陀供養 のなかに菩提樹供養 も加 わ り、ポ ピュラーになった。

12)浜 の水揚 げ場 に新 しい建物 が建設 されたこ とと、漁家 に融 資 を行 う漁民銀 行の建物が建 築途中で あるな

どの変化 もあ る。 またほ とん どの家庭 に電 気が ひか れ、水 道が各家庭 の庭 先 まで ひかれた ことで、女性

は日課であ った井戸や共同水道への水 くみか ら解放 された。

13)ス リラ ンカ在住 の 日本人 に より書 かれた印象 的な記事が ある。大樹 の根元 に誰 かが小 さな仏像 を置 き、

やがて少 しずつ増えてい った様子が写真 とともに掲載 されて いる。

http://blog.livedoor.jp/yesterday_ito/archives/1370897.htm1(2011年12月20日 閲覧)

14)Cの 家 族は、息子 の一人がアー ルーダを もってお り、かつて はダデ ィム ンダ神 が見 えると言 って小神祠

を家の庭 に建立 した こともあ る。

15)タ ルナ ウェ ラのガ ラー トヴィルについて は[高 桑2008:432-435]を 参照。

16)タ ルナ ウェラの人た ちが シュワ ・カー リー と言 うカー リーは、タ ミル人社会 でい うシュマシ ャーナ(墓
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場 の)カ ーリーのことか不明 である。現在 のシ ンハラの間では このカー リーは ソホ ン(墓 場 、墓地の)・カー

リー とい うが、タルナウェラで はソホン・カー リー とい う言葉は聞かれ なか った。タミル語の シュマ シャー

ナが シ ンハ ラ風 に託った ものか今後検討す る必要があ る。

17)オ ーカ ンダはカタラガマ神殿 よ りさらに東北 のヤー ラ国立 自然公園の入 り口にあ り、 この地の岩の上 に

祀 られたカ タラガマ神(タ ミル人の間ではムルガ ンやス カンダと呼 ばれる)も 参拝の対象 となっていた。

ダクヌ ガマ村 の漁 民は南西モ ンスー ン期 に当地に移動 して操 業 してい たが、この時 にオーカ ンダの カタ

ラガマ神 に参拝 した。 カタラガマの現在の司祭 は タミル人 だがシ ンハ ラ語 がで きる。 オーカ ンダの前司

祭がLTTEに 殺 されたので、 カタラガマの司祭が兼任 している。

18)た とえば、プラスチック製 の食器類 、食糧保存容器 、箱(衣 類や道具 を入 れる もの)、 マ ッチ、ろ うそ く、

洗 面器、バケ ツ、 タオル、衛生用 品な どであ る。冗談めか しなが ら 「これ らで商売 を始 めよ うか」 など

とい う人 もいる。
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